
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国際的に、製造、輸入、使用など規制されて

いるＰＦＡＳの種類はさまざまですが、日本の

場合は、現時点で規制しているＰＦＡＳは、Ｐ

ＦＯＡ（ピーホア）とＰＦＯＳ（ピーフォス）

を含む４種類です。規制対象は、さまざまな努

力で広がっていますが、それは、膨大な調査と

研究、技術の進展があってのことです。日本の

場合、一部の心ある研究者の努力があるもの

の、政府の対応があまりにもお粗末で、遅れに

遅れた状態にあります。 

 規制されたＰＦＡＳであっても、自然環境の

なかでは分解されず、存在しつづけ、すでに自

然環境に放出されたＰＦＡＳは、健康に影響を

与えつづけます。健康被害とその不安への対応が必要です。 

 また、ＰＦＡＳ問題への対応は、膨大な種類のなかから未知の毒性物質を見つけ出す調査や研究が必要で

す。国は、その責任を果たすべきです。 

ＰＦＡＳ汚染から命を守る 
 ９月８日（火）、庄本けんじ議員は９月議会で一般質問に立ちまし

た。今回は、上下水道事業について３つの問題を取り上げました。①

ＰＦＡＳ汚染問題、②上下水道料金の値上げ問題、③上下水度事業の

民営化問題です。 

ＰＦＡＳ汚染による健康被害 

は、１２，０００もあるといわれます。「永遠の化学物質」と、もてはやされ、身の回りのいたるところで使

用されていました。「フッ素樹脂加工のフライパン」、「食品の包装紙」、「防水スプレー」、「泡消火器」など。 

 ＰＦＡＳによる健康被害には、妊娠能力の低下や生殖への影響、低体重や思春期早発症、前立腺がんや腎

臓がん、免疫システムへの影響などがあるとされています。 

 いま、兵庫県民主医療機関連合会がプロジェクトを立ち上げ、血液中のＰＦＡＳ濃度の自主検査をしてい

ます。また、東神戸病院などでは、「ＰＦＡＳ相談外来」を設置し、対応しています。 

 「ＰＦＡＳ」というのは、有機フッ素化合物質の総称です。その種類
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調査対応の強化が必要 



 

 

 

妊婦健診の血液検査で PFAS 濃度検査を 
 未知の毒性物質を見つけ出し、対応するためには、そのための調査や研究が必要です。地域での自主的な

検査や、専門家によるさまざまな研究が行われていますが、こうした取り組みは、行政でこそ行うべきで

す。庄本けんじ議員は、西宮市でも、たとえば、妊婦健診での血液検査の際、分析項目にＰＦＡＳの血中濃

度検査をくわえるなど、行政としてこの問題に取り組むべきだ、と主張し、当局に要求しています。 

 

血中濃度基準 

 日本  基準なし 

 

 米国アカデミー（科学・医学・工学アカデミー）の指針 

  ●一部の PFAS 血中濃度（または合計値）が 1mL あたり 20 ng（ナノグラム） 

 

 欧州食品安全機関（EFSA）の評価 

  ●PFOA、PFOS など主要４物質の合計血中濃度が 約 6.9 ng/mL を超えると、 

   免疫機能に悪影響を及ぼす可能性があるとしています。 

 

摂取許容量 

国・機関 対象の PFAS 物質 摂取耐容量（体重１㎏あたり・１日） 

日本 
PFOS 

PFOA 
各 20 ng / kg 体重 / 日 

欧州 
主要４物質の合計 

(PFOS, PFOA, PFNA, PFHxS) 

0.63 ng / kg 体重 / 日 

(※週単位[TWI]で 4.4 ng/kg) 

米国 
PFOS 

PFOA 
0.0015 ng / kg 体重 / 日 (参照用量) 

 

水質基準 

日本  PFOSと PFOAの合算で 50ng/L以下（2026年 4月に正式な水質基準項目へ移行） 

米国  PFOSおよび PFOAの個別でそれぞれ 4ng/L（4ppt） 

欧州  合計 PFASで 100ng/L（特定の 20種類合算）、2028年からは合計 20ng/L へ強化予定 

あまありにもひどい 

監視、調査、規制の水準 
＜PFAS に関する指標と基準＞ 


